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交流と連携により　ともに夢を描く　共生と協働のまち

固
唾
を
の
ん
で
見
守
る
観
衆
か
ら
一
斉
に
拍
手
が
わ
き
起
こ
る
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徳を育み、茶葉を摘む
　育徳館中・高等学校の茶摘み

　みやこ町の公立中高一貫教育の育徳館中学・高等学校の
生徒約 1,000 人が、学校が所有する約２ヘクタールの茶園
で茶摘みをしました。
　この行事は毎年行われ、紐

ひも

解くと約 60 年以上までさか
のぼります。
参加した育徳館中学校の新入生には高校3年生が傍に付き、
茶葉の摘みかたである「一芯三葉」を後輩に伝授。初めて
体験する茶摘みに新入生たちは、真剣な眼差しで取り組ん
でいました。
この摘まれた茶葉は、学校の製茶工場に持ち込まれ、商品
化し販売されます。
収益は奨学金や部活動に使用される備品購入費などに充て

み
な
さ
ん
の
一
票
で
選
ば
れ
た
新
議
会
議
員
で
す
。

議
会
風
景
を
傍
聴
に
来
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

新
町
議
会
議
員
が

新
た
な
議
場
で
始
動

　

平
成
18
年
3
月
20
日
、
み
や
こ
町
誕
生
と

と
も
に
、
45
人
の
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
合
併
時
に
議
員
在
任
特
例
が
適
用

さ
れ
た
た
め
で
、
定
例
議
会
を
開
催
す
る
も

通
常
の
議
場
で
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

3
階
の
大
会
議
室
を
用
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

案
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
19
年
4
月
22
日
に
執
行
し

ま
し
た
み
や
こ
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に

よ
っ
て
、
新
た
に
18
人
の
新
議
会
議
員
が
誕

生
し
ま
し
た
（
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広

報
み
や
こ
5
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

　

6
月
に
は
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

傍
聴
に
来
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ先　議会事務局　☎ 32・2511
広報みやこ　６月号  0203　広報みやこ　６月号



初
夏
を

彩
る
。

京
都
郡
屈
指
の
神
幸
祭　

生
立
八
幡
神
社
神
幸
祭

「
福
岡
県
無
形
民
俗
文
化
財
」

と
い
う
祭
り
に
接
す
る
こ
と
が
心
地
い
い初

夏
の
到
来
を
告
げ
る

立
八
幡
神
社
山
笠
は
五

月
の
第
二
日
曜
日
を
最

終
日
と
す
る
三
日
間
行

わ
れ
る
生
立
神
社
の
夏
季
大
祭（
生

立
八
幡
神
社
神
幸
祭
）
の
出
し
も

の
で
、
親
車
（
曵ひ

き
山
）
二
基
と
、

舁か

き
山
六
基
が
神
社
の
境
内
に
勢

ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

　

旧
藩
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た

高
雅
、
絢
爛
な
山
笠
の
豪
壮
さ
は

神
幸
祭
の
代
表
と
も
い
え
ま
す
。

こ
の
八
基
の
山
笠
は
昭
和
五
十
一

年
（
一
九
七
六
）
四
月
二
十
四
日
、

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の

山
笠
は
、
生
立
八
幡
神
社
神
幸
祭

と
し
て
、
昭
和
二
十
七
年
二
月
に
、

無
形
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
、
指
定
分
野
の
変

更
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
十
一
年
の

指
定
と
な
り
ま
し
た
。

山
車
の
大
き
さ
は
高
さ
一
四
～

一
五
㍍
、
重
さ
3.5
ト
ン
も
あ
る
と

い
わ
れ
、
赤
が
主
体
と
な
っ
て
い

ま
す
。
県
下
で
も
最
大
級
の
規
模

を
誇
り
ま
す
。

　

電
柱
ほ
ど
も
あ
る
大
棒
に
舁
棒

と
呼
ば
れ
る
丸
太
を
わ
た
し
、
担

ぎ
上
げ
の
力
点
と
し
ま
す
。

万
緑
の
中
、
山
笠
流
陣
太
鼓
・
鉦

の
音
頭
・
太
鼓
の
音
と
と
も
に
「
木

遣
り
」
の
采
配
と
百
人
の
力
を
要

す
る
と
い
わ
れ
る
舁
き
手
、
曳
き

手
の
呼
吸
を
一
つ
に
し
て
動
く
さ

ま
は
、
力
の
奉
納
と
も
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
く
壮
観
で
す
。

生

特 集
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み
や
こ
町
犀
川
生
立
に
鉦か

ね

の
音
が
響
き
渡
り
ま
す
。
単

調
で
あ
る
か
の
よ
う
な
山
笠
の
鉦
の
音
は
、「
人
よ
せ
」「
き

や
り
」「
引
き
立
て
」「
引
き
出
し
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
流
儀

に
か
な
っ
た
方
法
で
す
。

写真（左上から）狛犬。左の狛犬は、前足が地面についていない珍しいものです
/ 室町期の作と伝えられる木造僧形八幡神座像 / 大楠。これに住みつく蜷

にな

（キセル
ガイ）を歯痛の際に、患部にあてる（あるいは噛

か

む）と痛みが取れると伝えられて
います。/ 写真（下段・上から）しばり龍。江戸期の彫刻で、「毎晩額から抜け出し
ている」との長老の話から、龍を鎖でしばりあげたとの逸話が残っています。/ 神
幸祭当日、願いを捧げる参拝者たち。/ 生立神社から大村区へ向かうお御輿



幸
祭
は
明
治
以
前「
八

朔
神
幸
」
と
も
よ
ば

れ
、
盆
・
正
月
に
な

ら
ぶ
季
節
の
行
事
（
節
句
）
に

因
む
祭
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

八
朔
は
「
た
の
み
の
節
句
」
と

も
呼
ば
れ
る
収
穫
日
前
「
豊
作

祈
願
（
作
頼
み
）」「
風
止
め
」「
厄

除
け
」
祈
願
の
行
事
で
、
各
地

で
さ
ま
ざ
ま
な
祭
な
ど
に
よ
っ

て
お
祝
い
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
十
四
年
ま
で
は
毎
年
陰

暦
八
月
一
日
、
二
日
の
日
程
で

和
二
十
七
年
、
福
岡

県
無
形
文
化
財
（
昭

和
五
十
一
年
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
換
え
）
に
指

定
さ
れ
た
こ
の
行
事
は
、
伝
承

に
よ
れ
ば
、
生
立
八
幡
宮
が
養

老
七
年
（
七
二
三
）
創
立
さ
れ
、

治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）、
旧
犀

川
町
の
木
山
に
遷
座
し
て
以
来

の
伝
統
を
持
ち
ま
す
。

　

疾
病
流
行
や
豊
作
祈
願
の
た

め
の
雨
乞
い
の
た
め
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

山
笠
を
出
す
の
は
続
命
院
、
山

鹿
の
親
車
と
、
柳
瀬
、
古
川
、

上
本
庄
、
大
熊
、
木
山
、
谷
口

の
舁
き
山
の
計
八
基
で
、
昭
和

四
十
年
ご
ろ
ま
で
は
各
集
落
で

組
み
立
て
を
し
て
神
幸
祭
二
日

目
正
午
ご
ろ
、
生
立
八
幡
神
社

の
境
内
に
勢
ぞ
ろ
い
し
、
三
日

目
の
夕
方
各
集
落
に
帰
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は

境
内
で
組
み
立
て
や
と
り
く
ず

し
を
し
、
各
集
落
と
生
立
八
幡

神
社
の
間
を
往
復
す
る
行
事
は

行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
続
命
院
と
山
鹿
の
二

集
落
だ
け
が
親
車
を
出
す
の
か

は
判
然
と
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

続
命
院
は
太
宰
府
政
庁
の
こ
ろ

豊
前
国
府
か
ら
太
宰
府
へ
の
交

通
の
要
地
で
あ
り
、
い
ま
の
国

立
病
院
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
土
地
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
山
鹿
は
昔
か
ら
宿
坊
の

あ
っ
た
土
地
で
あ
る
の
で
、
こ
の

二
か
村
は
特
別
に
祈
願
を
こ
め
た

た
め
で
あ
ろ
う
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
別
の
言
い
伝
え
で
は
、
両

村
は
生
立
八
幡
神
社
の
例
祭
に

真
っ
先
に
山
笠
を
つ
く
り
、
こ
れ

を
大
八
車
の
よ
う
な
も
の
に
載
せ

て
奉
納
し
た
こ
と
が
由
来
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
両
村
だ

け
親
車
と
し
て
車
輪
が
許
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

親
車
は
別
に
し
て
、
山
笠
は
柳

以前、生立神幸祭で神楽を奉納した経験を持つ鐙
畑神楽講。今回（5 月 12 日）で、二度目の奉納。
同団体の代表者である原田隆さん（写真＝左）は

「久しぶりの奉納で、緊張しますよ」話します。

担
ぐ
肩
に
は
歴
史
の
重
み

瀬
、
古
川
、
上
本
庄
、
大
熊
、
木
山
、

谷
口
の
順
に
位
置
し
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
順
位
は
長
い
間
に
か
な

り
の
変
動
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、明
治
二
十
年（
一
八
八
七
）

ご
ろ
ま
で
に
は
久
富
村
の
山
笠
が

参
加
し
て
い
た
し
、
崎
山
村
、
彦

徳
村
の
山
笠
も
勢
ぞ
ろ
い
し
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
往
事

は
一
〇
基
以
上
の
山
笠
が
そ
ろ
っ

て
妍
を
競
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
明
治

十
五
年
か
ら
陽
暦
五
月
十
日
、

十
一
日
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
変
更
理
由
に
つ
い

て
は
、
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
京
都
八
坂
神
社
の
祇

園
祭
は
加
茂
川
で
の
「
御
輿
洗

い
」、
田
川
市
風
治
八
幡
神
社

の
「
川
渡
り
」
の
よ
う
に
、
生

立
神
幸
祭
で
も
山
鹿
区
の
山
車

の
今
川
渡
り
は
、
昭
和
二
十
年

近
く
ま
で
行
わ
れ
、
多
く
の

人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
柳
瀬
区
も
昭
和
初
期
ま
で

は
山
鹿
区
の
町
並
み
に
入
る
前

に
組
み
立
て
ら
れ
、
山
鹿
区
を

通
っ
て
、
今
川
の
浅
瀬
を
渡
っ

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

夜
が
更
け
て
い
く
頃
、
お
旅

所
に
御
輿
は
安
置
さ
れ
、
岩
戸

神
楽
（
以
前
、
湯
立
て
神
楽
）

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昼
間
に
引
き
続
き
、
店
が
建
ち

並
び
、
参
拝
客
で
大
い
に
賑
わ

い
、
戦
前
ま
で
は
「
覗
き
か
ら

く
り
」
や
「
サ
ー
カ
ス
小
屋
」

ま
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。（
完
）

昔
の
娯
楽
だ
っ
た
生
立
神
幸
祭 

　■　鐙畑神楽講　■

　　大正十一年、地元の希望によって大山祗神社

の神幸祭で奉納されたのが始まりである鐙畑神楽。

それ以降、地元の若者が積極的に神楽を習い始め、

活気づきました。

　近年では後継者不足に悩まされています。

しかし、会員は舞い継ごうと練習を重ね、毎年鐙畑

の神幸祭では、区の公民館で神楽が舞われます。

昭

神幸祭のながれ
　神幸祭の準備は大村区での「お籤

くじ

とり」が
その始まりといえます。
　このお籤とりで「立

た ち や し き し ん じ

屋敷神事」や「稚
ち ご

児」な
どの配役が決まり、祭に必要なさまざまな準
備が始まります。
　神幸祭前日になると「注

し め お ろ

連下し」が行われる
とともに、各地の山車もほぼ組み立てを終え、
いよいよ祭本番を迎えます。

＊稚児　昔の大庄屋または苗字帯刀が許され
た者。大村区では区内で 3 歳から 5 歳までの
男児を一人選びます。大村区では「稚児」と呼
ばずに、「とおりもん」と呼び、選ばれた家で
は「とおりもんがおりた」と喜ばれるそうです。
　

「昔は、各集落から舁き山は担いで来ていましたよ。村
の面子をかけてね。」と当時を話すのは氏子会会長の中
川晴豪さん（犀川生立）

神

初
夏
を

彩
る
。

特集
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写
真
＝
「
稚
児
」
に
選
ば
れ
た
比
江
島
光
洋
く

ん
と
お
父
さ
ん
の
伸
二
さ
ん
（
犀
川
大
村
）



募集します

地
域
づ
く
り
を
行
う
人
を

積
極
的
に
応
援
し
ま
す
。

み
や
こ
町
ゆ
め
づ
く
り
事
業
費
助
成
金
交
付
事
業

申
請
書
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
み
や
こ
町
で
は

ゆ
め
づ
く
り
事
業
費
助
成

金
交
付
事
業
を
行
い
ま

す
。

　

こ
の
み
や
こ
町
ゆ
め
づ

く
り
事
業
費
助
成
金
交
付

事
業
と
は
、
町
が
未
来
に

向
け
て
明
る
く
・
住
み
や

す
く
・
活
気
に
あ
ふ
れ
た

町
と
な
る
よ
う
、
住
民
団

体
な
ど
が
行
う
、
積
極
的
、

独
創
的
で
、
夢
と
希
望
に

あ
ふ
れ
た
実
践
的
な
活
動

に
対
し
て
支
援
す
る
た
め

の
も
の
で
、
予
算
の
範
囲

内
で
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

写真＝昨年 8 月 20 日に行われた黒枝豆刈りまつ
りの風景（犀川木井馬場）。
掲載していますイベントは全て、みやこ町ゆめづく
り事業費助成金交付事業で助成を受けています。

夏の風物詩とも
なっている崎山
ひまわり祭り。
昨 年は台風の
影 響で残 念な
がら中止になり
ました。

昨年 9 月 23 日に行われたふるさと
彼岸花まつり。伊良原中学校の生徒
がソーラン節を踊りました。

昨年 10 月 28 日、29 日の両日行われたおらが町に
来てみてギャラリー。おもてなしの気持ちでみなさ
んをお出迎え。

昨年 7 月 16 日に行わ
れた横 瀬ふれあい祭
り。地元横瀬の神楽講
も出演。鬼はみんなの
人気者。

　

平
成
19
年
度
、
み
や
こ
町
で
は
福
岡

県
の
事
業
で
あ
る
個
性
あ
る
地
域
づ
く

り
事
業
の
一
環
で
、「
地
域
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

長
年
の
経
験
と
実
績
の
あ
る
地
域
計
画

専
門
家
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
へ

い
し
、
地
域
興
し
に
関
し
て
地
域
が
抱

え
る
課
題
な
ど
に
助
言
や
指
導
を
行
う

も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

み
や
こ
町
で
は
「
ゆ
め
づ
く
り
委
員
会
」

の
設
立
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
で
地
域
興
し
を
行
う
た
め

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
人
や

興
味
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
（
た
だ

し
、
町
内
在
住
・
在
勤
者
）。

多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ゆ
め
づ
く
り
事
業
費
助
成
金
交
付
事

業
の
申
請
及
び
ゆ
め
づ
く
り
委
員
会
の

募
集
期
間
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す

募
集
期
間　

６
月
29
日
㈮
ま
で

　

ゆ
め
づ
く
り
事
業
費
助
成
金
交
付
事

業
の
申
請
書
に
つ
い
て
は
本
庁
企
画
調

整
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
企
画
調
整
課

☎
３
２
・
２
５
１
１
（
内
線
２
３
３
）

住宅耐震・バリアフリー改修に伴う固定資産税の減免制度 減免
制度

お問い合わせ先　税務課賦課第 2 係　☎ 32・2515

住宅耐震改修に伴う固定資産税の減免制度
　住宅の耐震工事を行うと、その住宅の固定資産税が減額される制度が平成 18 年 4 月
1日から始まっています。

対象となる家屋（住宅）
1．昭和 57 年 1 月1日以前から存在する住宅
2．現行の耐震基準に適合する住宅（昭和 56 年 6 月1日施行の建築基準法）
3．1 戸あたりの耐震改修工事費が 30 万円以上の住宅
　　（耐震改修に直接関係のない壁のはり替えなどの費用は含みません）

減額される額
住宅の床面積が 120 ㎡以下の場合　改修をした住宅の固定資産税額の 2 分の 1
住宅の床面積が 120 ㎡超の場合　　改修をした住宅の床面積 120 ㎡分の固定資産税額の 2 分の 1

耐震工事完了の期間と固定資産税の減額期間
耐震工事完了期間 固定資産税の減額期間

平成18年1月1日～
平成21年12月31日

耐震工事完了年の
翌年度から3年度分

平成22年1月1日～
平成24年12月31日

耐震工事完了年の
翌年度から2年度分

平成25年1月1日～
平成27年12月31日

耐震工事完了年の
翌年度から1年度分

申請方法　「耐震基準適合住宅（減額）申告書」に必要事項を記入し、本庁税務課賦課第２係に提出してください。

住宅のバリアフリー改修に伴う固定資産税の減免制度

対象となる家屋（住宅）
1．平成 19 年（2007 年）1 月1日以前から存在する住宅
　　（賃貸住宅は除く。また、併用住宅では、居住部分の床面積が 2 分の 1 以上）
2．申告時に次のいずれかの者が居住していること（※居住とは改修した家屋に住民票の住所登録があること）
　65 歳以上の人（工事の完了した年の翌年の 1 月1日現在の年齢）／要介護認定または要支援認定を受けて
　 いる人／障がい者がある人（精神障がい、身体障がいなど）
3．高齢者などの居住の安全性および介助の容易性の向上に資する次のいずれかの改修工事が行われたもの
　○ 廊下などの拡幅　○ 階段の勾配緩和　○ 浴室の改良　○ 便所の改良　○ 手すりの取付け
　○ 床の段差の解消　○出入口の戸の改良　○ 床表面の滑り止め化
4．1 戸あたりのバリアフリー改修工事費が 30 万円以上の住宅

（上記 3 に係る工事費から補助金などを除いた自己負担額）
5．工事完了期間が平成 19 年（2007 年）4 月1日から平成 22 年（2010 年）3 月 31日まで
※「新築住宅に対する減額」や「住宅耐震改修に伴う減額」とは同時に減額されません。
※バリアフリー改修に伴う減額は 1 戸につき1 度しか受けることができません。

減額される額
住宅の床面積が 100 ㎡以下の場合　　改修をした住宅の固定資産税額の 3 分の 1
住宅の床面積が 100 ㎡超の場合　　　改修をした住宅の床面積 100 ㎡分の固定資産税額の 3 分の 1

固定資産税の減額期間　1 年

申請方法　工事完了後 3 か月以内に、「バリアフリー改修住宅（減額）申告書」に必要事項を記入し、本庁税務
課賦課第２係まで提出してください。

減額の適用は、工事完了年の
翌年度からになります。
例．平成 18 年 1 月1日から平
成 18 年 12 月 31日までに完了
の場合は、改修した住宅の平
成 19 年度分の固定資産税が
減額されます。
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　【税務課】

税
源
移
譲

◎
住
民
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

平
成
19
年
６
月
か
ら

住
民
税
（
町
民
税
・
県
民
税
）
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

広報みやこ　６月号  1011　広報みやこ　６月号

地
方
分
権
を
進
め
、
み
な
さ
ん
に

身
近
な
県
や
市
町
村
が
き
め
細
か
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
、
所

得
税
（
国
税
）
と
住
民
税
（
地
方
税
）

の
税
率
を
変
え
る
こ
と
で
、
国
か
ら

地
方
へ
３
兆
円
の
税
源
移
譲
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

多
く
の
人
は
、
１
月
か
ら
所
得
税

が
減
り
、
そ
の
分
、
６
月
か
ら
住
民

税
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
税
源
の
移
し
替
え
な
ど

で
、
税
源
移
譲
に
よ
る
「
所
得
税
＋

住
民
税
」
の
負
担
は
、
基
本
的
に
変

わ
り
ま
せ
ん
（
所
得
税
と
住
民
税
で

は
、
配
偶
者
控
除
な
ど
の
人
的
控
除

に
差
が
あ
る
た
め
、
そ
の
差
を
調
整

す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
）。

　

し
か
し
、
今
回
の
税
源
移
譲
に
よ

る
増
加
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
11

年
か
ら
導
入
さ
れ
た
景
気
対
策
の
た

め
の
定
率
減
税
措
置
が
、
昨
年
、
縮

小
さ
れ
、
今
年
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
定
率
減
税
の
廃
止
、
収
入
の
増

減
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
、
実
際
の

負
担
額
は
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

所得税は、平成 19 年１月分から４段階の税率を６段階に、住民税については、平成 19 年６月
分から３段階の税率を、一律 10％（町民税６％・県民税４％）となります。

また、住民税は、均等割として、４千円（町民税３千円・県民税１千円）の税額が別に課税されます。
住民税と所得税の税源移譲前（改正前）と移譲後（改正後）の税率比較については、上の表の

とおりです。

改正の内容は、次のとおりです。

○住民税（所得割）
課税所得金額 税率税率

（所得控除後の額） 改正前【平成18年度分】 改正後【平成19年度分】
0～200万円以下 5%（町民税3%＋県民税2%） 1律10%
200万円超～700万円以下 10%（町民税8%＋県民税2%） （町民税6%＋県民税4%）
700万円超～ 13%（町民税10%＋県民税3%）

○所得税
課税所得金額 税率

所得控除後の額） 改正前【平成18年分】 改正後【平成19年分】
0～195万円以下 10% 5%
195万円超～330万円以下 10％
330万円超～695万円以下 20% 20%
695万円超～900万円以下 23%
900万円超～1,800万円以下 30％ 33%
1,800万円超～ 37% 40%

　

税
源
移
譲
に
よ
る
税
率
改
正
に
伴

い
、
所
得
税
よ
り
も
住
民
税
の
ほ
う

が
、
基
礎
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の

人
的
控
除
額
が
低
く
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
じ
所
得
金
額
で
も
、

住
民
税
の
課
税
所
得
金
額
の
方
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
従
っ
て
住
民
税
の

税
率
を
５
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

た
場
合
、
単
純
に
所
得
税
の
税
率
を

10
％
か
ら
５
％
に
引
き
下
げ
た
だ
け

で
は
、
税
負
担
が
増
え
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
個
々
の
納
税
者
の
人

的
控
除
の
状
況
に
応
じ
て
、
住
民
税

の
所
得
割
額
か
ら
一
定
の
額
を
控
除

す
る
調
整
控
除
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
（
人
的
控
除
に
よ
る
調
整
措
置
）。

人
的
控
除
に
よ
る
調
整
措
置
の
計
算

方
法
に
つ
い
て
は
、
下
表
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
（
町
民
税
・
県
民
税
を

合
算
し
た
金
額
）。

  
　課税所得金額が
  200万円以下の場合

 　
　次の１，２のいずれか少ない額の5%を控除
  　１．人的控除の差の合計額　２．課税所得金額

　
　課税所得金額が
   200万円超の場合

　｛人的控除の差の合計額－（課税所得－200万円）｝の5%を控除
 　※この金額が2,500円未満の場合は、2,500円を控除

税
源
移
譲
以
外
の
変
更
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
11
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
定
率
減
税
が
、
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
18
年
度
か
ら
老
年
者
非
課
税
措

置
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
過
措

置
と
し
て
、
平
成
17
年
１
月
１
日
現

在
で
65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
15
年
１

月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
人
は
、
平
成
18
年
度
に
つ

い
て
は
、
税
額
の
１
／
３
、
平
成
19

年
度
に
つ
い
て
は
、
税
額
の
２
／
３
、

平
成
20
年
度
に
つ
い
て
は
、
全
額
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
税
と
所
得
税
の
新
し
い
税

率
の
適
用
と
な
る
時
期
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
住
民
税
の
税
率
が
変
わ
る
時
期

は
平
成
19
年
６
月
か
ら
で
す
。

○
所
得
税
の
税
率
が
変
わ
る
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
給
与
所
得
者
は
、
平
成
19
年
１

月
か
ら
減
っ
て
い
ま
す
。（
源
泉

徴
収
分
か
ら
）

・
年
金
受
給
者
は
、
平
成
19
年
２

月
分
か
ら
減
っ
て
い
ま
す
。（
年

金
か
ら
）

・
事
業
所
得
者
は
、
平
成
20
年
２

月
確
定
申
告
か
ら
減
り
ま
す
。（
平

成
20
年
２
月
か
ら
３
月
確
定
申
告
時
）

今
後
の
改
正
の
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に

つ
い
て
、
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、

所
得
税
の
控
除
額
が
減
っ
て
し
ま

う
場
合
に
は
、
住
民
税
で
減
額
す

る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
対
象
者

は
、
平
成
20
年
１
月
以
降
、
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創

設
さ
れ
、
住
民
税
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
、
所
得
税
に
つ

い
て
は
、
平
成
19
年
分
か
ら
の
適

用
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
平
成
18
年
末
ま
で
に
締
結

し
た
長
期
損
害
保
険
料
（
保
険
期

間
が
10
年
以
上
で
満
期
返
戻
金
の

あ
る
も
の
）
に
は
、
従
前
の
損
害

保
険
料
控
除
を
適
用
す
る
経
過
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
短

期
損
害
保
険
料
控
除
は
、
廃
止
に

な
り
ま
す
。

税
源
移
譲
に
よ
る
住
民
税
の
改

正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
の
広

報
誌
と
折
り
込
み
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
、「
平
成
19
年

度
か
ら
個
人
住
民
税
が
変
わ
り
ま

す
！
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
併
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
（
左
の
冊
子
が

目
印
で
す
）。

税源移譲ってなに？

　地方分権を進めるための【三位一
体の改革】の一環として、国へ納め
ている「所得税」と地方へ納めてい
る「町・県民税」の税率を変えるこ
とで、国から地方へ税源の一部を移
すことです。
　
　道路・公園・教育・福祉・消防な
ど、身近なさまざまな行政サービス
は、その多くを地方公共団体が行っ
ています。
　これまで、地方公共団体の費用の
多くは、使い道が決められた形で国
から受ける「国庫補助金」に頼って
おり、行政サービスを提供する際に
は、地方公共団体の自主性や効率性
が発揮しづらい状況にありました。
そこで、国庫補助金を廃止・縮減し、
その代わりに国から地方へ 3 兆円の
税源移譲を行うなどの三位一体の改
革が実施されました。
　これによって、歳入・歳出両面で
の地方公共団体の自由度が高まり、
地方公共団体自ら責任と創意工夫で
行政サービスを提供しやすくなりま
す。

三位一体の改革とは、

使い道が細かく決められてい
る国庫補助金を廃止・縮減す
る。

国庫補助金の廃止や縮減に見
合った額を、国から地方へ税
源移譲する。

税源移譲によって、地方財源
を強化し、地方交付税への依
存を低下させる。

１

2

3



社
会
福
祉
協
議
会                  　

  

☎
３
２
・
２
８
８
０

　5 月 15 日 ㈫、9 時
30 分からみやこ町豊
津公民館で開催され
ました。
豊津支部長の山本悦
吉（みやこ町老人ク
ラブ連合会会長）が
高齢者にとって優し
い、住みやすい町に
会員みなで頑張りま
しょうと開会を宣言
しました。

広報みやこ　６月号  1213　広報みやこ　６月号

　
　公共事業入札結果についてお知らせします

指名競争入札（見積）
○委託関係
　入札（見積）書提出日　平成19年3月30日

件名 施行場所 決定額（円） 落札業者名
みやこ町本庁舎 252,000
諫山地区活性化センター 171,600
黒田保育所 165,600
久保保育所 165,600
ゆいの郷 302,400
勝山中学校 259,200 （社）九州電気管理技術者協会　井上英敏
諫山小学校 194,400
久保小学校 216,000
黒田小学校 216,000
ｻﾝ・ｸ ﾚ゙ｰﾄみやこ（総合文化ｾﾝﾀｰ） 378,000
久保地区学習等供用施設 165,600
犀川支所 228,000
ユータウン犀川 186,000
犀川保育所 138,000
いこいの里 216,000 （社）九州電気管理技術者協会　森河原豊
みやこ町中央公民館 174,000
犀川運動公園 168,000

電気保安業務 犀川体育館 174,000
犀川葬斎場 180,000
犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 168,000
犀川中学校 132,000 （社）九州電気管理技術者協会　伊藤新治
犀川小学校 132,000
みやこ町歴史民俗博物館 132,000
豊津中学校 240,000
豊津小学校 240,000
祓郷小学校 192,000
節丸小学校 180,000
みやこ町中央図書館 180,000 （社）九州電気管理技術者協会　水坂英一
祓郷地区学習等供用施設 84,000
豊津グランド 192,000
豊津体育館 84,000
豊津陸上競技場、豊津Ｂ＆Ｇ、豊津ﾄﾚｰﾆﾝｸ ｾ゙ﾝﾀｰ 360,000
豊津支所 264,000 （社）九州電気管理技術者協会　梅田浩史
すどりの里 199,200 （財）九州電気保安協会行橋事務所　事務所長　松尾美知敏

清掃業務　Ａ 勝山地区 12,978,000 ニューゼネラル商事（株）　代表取締役　重藤憲知

清掃業務　Ｂ 犀川地区 13,500,000 （株）サニタリーワン　代表取締役　高瀬好彦
清掃業務　Ｃ 豊津地区 3,748,630 みやこ町ｼﾙﾊﾞー 人材ｾﾝﾀｰ　理事長　溝口正敏　

○物品関係
入札日　平成19年2月20日

摘要 品名 落札額（円） 落札業者名
小学校用ファックス

（６台）購入

通信機械器具類 855,000 森実商店　代表者　森実邦明

一般競争入札
入札日　平成19年3月26日 

件名 所在地 落札額（円） 落札者　
町有財産売却 みやこ町呰見1607 3,619,000 中島純一郎

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で

「
気
軽
に
よ
っ
と
い
で
。

今
風
、
井
戸
端
会
議
」

　

介
護
や
子
育
て
、
日
ご
ろ
の

悩
み
や
不
安
な
ど
、
み
ん
な
語

り
合
い
ま
せ
ん
か
！
思
い
を
分

か
ち
合
い
、
そ
の
輪
を
つ
な
い

で
、
癒
し
の
と
き
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

対
象　

介
護
や
子
育
て
な
ど
を

し
て
い
る
人
、
悩
み
や
不
安
を

抱
え
て
い
る
人

場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
い
こ
い
の
里
（
犀
川
）

日
時　

6
月
16
日
㈯

9
時
30
分
～
11
時
30
分

入
門
手
話
講
習
会

　

み
な
さ
ん
手
話
な
ん
て
難
し

い
、
大
変
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
気
持
ち
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を
交
え
れ
ば
、
難
し
く
考
え

な
く
て
も
伝
わ
る
も
の
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
手
話
を
勉
強

し
ま
せ
ん
か
。

期
間　

8
月
23
日
㈭
～
11
月
29

日
㈭
毎
週
木
曜
日

時
間　

19
時
30
分
～
9
時
30
分

場
所　

ゆ
い
の
郷
（
勝
山
）　

講
師　

京
築
言
語
聴
力
障
害
者

福
祉
協
会　

会
員

受
講
料　

2
千
円　

締
切
日　

8
月
16
日
㈭

受
講
対
象　

原
則
と
し
て
高
校

生
以
上
で
町
内
在
住
在
職
の
人

定
員　

20
人
（
20
名
に
な
り
次

第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
「
こ
も

も
ネ
ッ
ト
」
～
い
ら
ん
せ
わ
～

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　

少
子
化
、
核
家
族
化
、
一
人

っ
子
家
庭
や
、
共
働
き
、
兼
業

農
家
が
多
い
中
で
、
ご
近
所
付

き
合
い
の
機
会
が
め
っ
き
り
す

く
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
少
し
で
も
子
育
て

の
し
や
す
い
地
域
を
目
指
す
た

め
に
「
勝
山
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
共
同
し
「
こ
も
も
ネ

ッ
ト
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

や
お
孫
さ
ん
の
お
世
話
を
し
て

い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
、
多

く
の
人
が
情
報
交
換
で
き
、
楽

し
め
る
企
画
を
し
て
い
ま
す
。

予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
及
び
内
容

・
6
月
６
日
㈬
、
13
日
㈬
、
27
日

㈬
、
７
月
４
日
㈬

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
学
習

室
（
観
察
上
手
、
ほ
め
上
手
、

教
え
上
手
、
工
夫
上
手
、
待
ち

上
手
な
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

を
目
指
す
お
話
）

・
7
月
11
日
㈬
、
2
月
20
日
㈭

食
に
つ
い
て
（
食
事
相
談
と
お

や
つ
作
り
）

・
8
月
22
日
㈬　

健
康
の
日

（
病
気
や
け
が
の
と
き
は
）

・
9
月
19
日
㈬　

し
つ
け
の
日

（
家
庭
で
の
し
つ
け
に
つ
い
て
）

・
11
月
14
日
㈬

み
ん
な
で
話
そ
う
の
日（

体
験
交
流
）

場
所　

ゆ
い
の
郷
健
康
増
進
室

（
内
容
に
よ
っ
て
場
所
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
）

時
間　

10
時
～
12
時

障
が
い
者
相
談
窓
口
開
設

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常

生
活
で
お
困
り
の
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

時
間　

8
時
30
分
～
17
時

相
談
料　

無
料



Birthday

平成 18 年 6月 18 日生
角田仁

じん

ちゃん（豊津）
平成 18 年 6月 19 日生
橋本風

ふうか

花ちゃん（豊津）
平成 18 年 6月 23 日生
末廣祥

しょうた

太ちゃん（犀川）
平成 18 年 6月 24 日生
橋本梨

り り か

理花ちゃん（豊津）

平成 18 年 6月 27 日生
林田珠

しゅり

莉ちゃん（犀川）

満
一
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

　このコーナーでは、発行月に１歳のお誕生日を迎えるお子さんの写
真を掲載しています。
　掲載対象者は 5 月１日現在の住民基本台帳を基に抽出しています。

そらまめ教室（子育て講座）要予約

時間　10 時～12時まで
場所　犀川保健相談センター	
対象者　妊娠中、子育て中の人、または出
産する可能性のある人など関心のある人
　日程 内容
　
　5日㈫

助産師による、子育てがスムー
ズにいくおっぱいに関する知ら
れざる「技」伝授します。

　29日㈮
調理実習を行いながら、親から
子へ伝えたい「食」に関する情
報が盛りだくさんの教室です。

参加費　無料
持参品　調理実習のときはエプロン	
※託児がありますので、予約のときにお知
らせください。

お問い合わせ先
健康づくり係（勝山）☎ 32・6020
犀川健康づくり係　　☎ 42・0001
豊津健康づくり係　　☎ 33・5550

Happy みやこ
話
題

の6皐月

平成 18 年 6月 29 日生
清川陽

ひ な

菜ちゃん（豊津）
平成 18 年 6月 29 日生
吉田健

けんと

登ちゃん（犀川）

鶏楽で疫病退散
－黒田神社鶏楽－

　4 月 21、22 日、黒田神社で行われ艶や
かな舞いが行われました。
この黒田天満宮に初めて鶏楽が奉納され
たのは、1696（元禄 8）年。黒田村に疫
病が流行し、村人は黒田神社に「疫病退散」
を祈願し、鶏を真似た鶏楽を奉納したこと
が始まりです。この祈願により疫病は治ま
り、以来、村人は、たとえ 3 軒になって
も鶏楽を奉納するとの固い約束を交わし

たといい伝えられています。
　舞いに参加した児童たちはきれいに着飾り、「エイ、ヤア、トウ」と掛け声を合
わせながら、調子を合わせ楽の奉納を行っている様子でした。

お獅子祓い
－彦徳お獅子祓い－

　5 月 6 日、14 時から彦徳の若宮神社でお獅子祓いが行
われました。
このお獅子祓いは広報みやこ 5 月号の特集内で若干触れ
ましたが、みやこ町では２件あるお獅子祓いの内の一つ
です徳永のお獅子祓いとは異なり獅子頭は朽ちてしまい、
お獅子祓いの時には獅子頭は使われていませんが、お獅
子祓いの一行が各家庭に訪問し、無病息災など祈願しま
した。

祭りだ！神輿だ！
　－春祭り開催－

５月３日、豊津グランドに豊津地域の各
区の子どもたちが集い、春祭りが盛大に
行われました。約 30 基の子ども神輿が一
堂に会すると、会場は一気に勇壮な雰囲
気に。豊津小笠原太鼓の力強い演奏で盛
り上がった後は、婦人会のみなさんと一
緒に輪になって豊津音頭を踊り、年に一
度の祭りを楽しんでいました。

そして夜は更けていく
－町内各地で神楽奉納－

　4 月下旬から 5 月上旬にかけて、町内各地で神幸祭が
行われ、神社や公民館で神楽が奉納されました。
　みやこ町は京築管内でも他に類を見ないほどの神楽保
存会・神楽講（上高屋神楽保存会、横瀬神楽講、鐙畑神楽講、
下伊良原神楽保存会、上伊良原神楽保存会、扇谷神楽講、
光冨保存会の計 7 団体）が数多く存在します。
後継者不足に頭を抱える神楽関係者たちは、一年でも長
く伝えていくため、小学生の児童たちに教えているほど
です。
　指導者の熱意もあり、児童たちは本番では周囲を驚か
せるほどの成果を発揮していました（写真＝光冨保存会）。

広報みやこ　６月号  1415　広報みやこ　６月号

子育て支援センターのイベント
～保育士の先生と親子一緒に遊ぼう～

場所　ゆいの郷（勝山）　お問い合わせ先　☎ 32・2176
日時 内容

　		7日㈭ 10 時～12時 　おやつ教室

　20日㈬10 時 30 分～12時 　リズム遊び、親子遊び
　講師　久田恵子さん

　21日㈭10 時～12時 　七夕かざり

場所　すどりの里（豊津）　お問い合わせ先　☎ 33・4152
日時 内容

	　1日㈮　10 時～12時 　歌って遊ぼう
					5	日㈫　10 時～ 12 時 　遊びうたコンサート



　　みんなの広場

犀
川
地
区
俳
句
会

音
た
て
て
カ
ル
ス
ト
台
地
野
火
走
る　
　

 

森
田　

竹
子

差
し
向
か
ふ
こ
と
許
さ
れ
ず
夫
婦
雛　
　

 
岩
城　

春
江

空
缶
の
愚
痴
が
聞
こ
え
る
野
焼
跡　
　
　

 
林　

ヨ
シ
子

と
よ
つ
俳
句
会

本
庄
池
七
尾
七
谷
花
盛
り　
　
　
　
　

    

宮
崎　

清
治

木
の
芽
道
曲
り
く
ね
り
て
湖
を
抱
く　
　

郡
谷　

明
枝

花
冷
と
い
ふ
美
し
き
冷
に
在
り　
　
　
　

松
清　

と
も
こ

勝
山
シ
ル
バ
ー
句
会

夏
は
じ
め
定
年
の
息
子
の
瞳
の
や
さ
し　

楢
原　

澄
子

た
か
ん
な
を
振
り
て
傘
寿
の
人
笑
ま
う　

上
門　

幸
得

服
吊
す
新
樹
の
影
の
ゆ
れ
る
縁　
　
　
　

中
村　

三
枝
子

豊
津
短
歌
会　

詠
題　
「
自
由
」

山
の
神
宿
る
縄
か
も
英
彦
山
の

深し
ん
そ
う
き
ょ
う

倉
峡
に
か
か
る
大
綱　
　
　
　
　
　
　

熊
谷　

千
恵
子

草
む
ら
に
咲
く
紫
の
つ
る
桔き
き
ょ
う梗

若
く
逝
き
た
る
君
の
思
わ
る　
　
　
　
　

横
山　

捷
子

た
と
う
れ
ば
サ
ン
ゴ
の
産
卵
見
る
ご
と
く

桜
の
花
が
風
に
散
る
さ
ま　
　
　
　
　
　

秋
吉　

光
子

か
ぐ
や
姫
宿
り
い
る
ら
し
竹
群
か

時
々
カ
キ
ー
ン
と
音
の
聞
こ
ゆ
る　
　
　

松
尾　

佳
子

このコーナーでは、
食 進会や俳句の作
品 などを 紹 介しま
す。

傑作選
みやこの文壇

レ シ ピッ！

広報みやこ　６月号  1617　広報みやこ　６月号

みやこ町食生活改善推進会

　

み
や
こ
町
食
進
会
は
、

４
月
23
日
に
犀
川
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
で
第
２

回
目
の
総
会
を
行
い
ま

し
た
。
総
勢
１
１
２
人

の
会
員
の
う
ち
70
人
以

上
が
集
い
、
白
石
春
夫

み
や
こ
町
長
を
は
じ
め

着
任
間
も
な
い
岩
本
治

也
保
健
監
の
列
席
と
祝
辞
を
頂
き
、
今
後
の
食

進
会
活
動
に
対
す
る
激
励
と
期
待
を
真し
ん
し摯
に
受

け
止
め
ま
し
た
。
総
会
後
は
、
吉
廣
む
つ
子
先

生
に
よ
る
「
健
康
は
お
口
か
ら
」
と
い
う
口
腔

ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

食
進
会
は
「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
40
年
近
く
活
動
し
て

い
る
団
体
で
す
。
も
ち
ろ
ん
全
国
的
な
組
織
で
、

厚
生
労
働
省
下
に
あ
り
ま
す
。
戦
後
の
栄
養
不

足
だ
っ
た
時
代
は
終
わ
り
、
今
は
過
食
と
運
動

不
足
に
よ
る
生
活
習
慣
病
が
、
個
人
の
問
題
だ

け
で
な
く
社
会
問
題
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
犀
川
で
行
わ
れ
る
元
気
塾
で
研
修
を
修

了
す
る
と
、
食
進
会
の
会
員
に
な
れ
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
人
が
仲
間
入
り
さ
れ
、
自
分
だ

け
で
な
く
周
囲
の
人
に
も
伝
授
し
て
く
だ
さ
る

人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

写
真
＝
総
会
で
祝
辞
を
述
べ
る
白
石
春
夫
町
長

男女共同参画リレーエッセイ

男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
委
員　

吉
武　

正
一

＊
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

と
い
う
用
語
を
知
ろ
う

　

平
易
な
言
葉
で
表
す
と
「
社
会
の
半
分

を
構
成
す
る
女
性
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
、
す
な
わ
ち
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、

文
化
の
各
方
面
で
活
動
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
、
同
時
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」

の
こ
と
で
す
。

　

政
府
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導
的
地
位
に
女

性
が
占
め
る
割
合
が
少
な
く
と
も
30
％
程

度
に
な
る
よ
う
に
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

＊
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

　

第
1
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ

れ
、
新
生
み
や
こ
町
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

み
や
こ
町
の
五
年
、
十
年
先
を
見
据
え
、

町
民
の
視
線
に
立
ち
、
町
名
に
ふ
さ
わ
し

い
美
し
い
み
や
こ
町
に
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
政
治
は
弱
い
人
の
為
に
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
手
法
は
種
々
で
す
が
、

あ
く
ま
で
主
役
は
町
民
で
あ
り
、
そ
の
根

幹
を
な
す
も
の
は「
人
」で
す
。
す
な
わ
ち
、

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
な
の
で
す
。

＊
人
は
財た
か
ら産

・
子
ど
も
は
未
来
の
宝

・
お
年
よ
り
は
国
を
作
っ
た
宝

・
働
く
人
は
お
ほ
み
の
宝
（
お
ほ
み
と
は
古

代
語
で
一
番
大
切
な
と
い
う
意
味
に
相
当

し
、
漢
字
を
当
て
る
と
す
れ
ば
「
多
穂
実
」）

＊
3
世
紀
～
７
世
紀
の
当
地
は

女
性
上
位
の
社
会
が
実
在
し
た

　

３
世
紀
の
倭
国
は
稲
作
社
会
の
女
王
卑

弥
呼
の
邪
馬
壱
国
時
代
で
弥
生
時
代
の
後

期
に
当
た
り
ま
す
。
そ
し
て
、
古
墳
時
代

を
経
て
７
世
紀
の
飛
鳥
時
代
と
な
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
は
二
つ
の
文

献
と
古
文
書
そ
し
て
古
墳
か
ら
男
性
よ
り
、

女
性
の
方
が
優
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測

で
き
ま
す
。

１
．
現
在
、
正
倉
院
古
文
書
の
中
に
日
本

最
古
の
住
民
戸
籍
簿
「
大
宝
戸
籍
」
大
宝

2
年
（
７
０
２
年
）
が
残
存
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
日
本
最
古
の
戸
籍
「
大
宝
戸
籍
」

は
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
豊
前
国
仲
津

郡
丁
里
他
三
郡
三
里
が
奇
跡
的
に
残
っ
て

い
ま
す
。
仲
津
郡
は
明
治
29
年
に
京
都
郡

に
編
入
さ
れ
、
今
の
犀
川
、
豊
津
、
行
橋

の
一
部
を
い
い
ま
す
。
こ
の
地
域
の
全
住

戸
４
８
１
戸
の
名
前
と
家
族
構
成
が
出
て

い
る
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
全
住
人
の

89
％
は
渡
来
系
で
、
夫
婦
は
別
姓
で
、
男

女
が
対
等
の
権
利
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
し
、
現
在
の
日
本
の
法
律
よ
り
先
を

進
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

２
．
豊と
よ
の
く
に国
を
支
配
し
て
い
た
の
は
女
王
で

し
た
。

　

日
本
書
紀
（
７
２
０
年
編
纂
）
の
景
行

天
皇
12
年
９
月
１
日
の
条
に
景
行
天
皇
が

九
州
熊く
ま
そ襲
征
伐
の
途
中
、
こ
こ
豊と
よ
の
く
に国
を
治

め
て
い
た
魁も
の
ご
し師
（
超
大
物
の
意
）
で
女
王

の
「
神か
み
が
し
ひ
め

夏
磯
媛
」
が
恭
順
し
、
女
王
に
反

抗
す
る
土
蜘
蛛
の
退
治
を
申
し
出
る
場
面

が
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

景
行
天
皇
は
長
峡
県
に
行か
り
の
み
や宮
を
建
て
て
、

京み
や
こと
し
た
と
書
記
は
記
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
郷
土
史
み
や
こ
創
刊
号
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
古
墳
が
語
る
女
帝
の
巨
大
な
勢
力

　

勝
山
に
は
た
く
さ
ん
の
大
き
な
古
墳
が

集
中
し
て
あ
り
ま
す
が
そ
の
中
で
群
を
抜

い
て
大
き
な
古
墳
が
二
基
あ
り
、
い
ず
れ

も
国
指
定
史
跡
で
す
。

　

男
性
を
葬
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
橘
塚
は

天
皇
ク
ラ
ス
で
適
用
さ
れ
る
古
墳
で
、
女

帝
塚
と
さ
れ
て
い
る
綾
塚
は
円
墳
で
す
が

築
造
に
使
用
さ
れ
た
巨
石
に
圧
倒
さ
れ
、

日
本
の
三
大
巨
岩
古
墳
の
一
つ
で
、
葬
ら

れ
た
女
性
の
権
力
が
い
か
に
大
き
か
っ
た

か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

み
や
こ
町
は
古
代
歴
史
が
裏
打
ち
し
、

男
女
共
同
参
画
で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
の
に
は
格
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
存
在

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

吉武正一【よしたけ・まさかず】

　平成 18 年 8 月にみやこ町が

公募した「みやこ町男女共同参

画まちづくり委員会」に応募。

以後、男女共同参画社会実現の

ため、同会議に積極的に参加。



な
ぜ
、
今
「
健
診
」
な
の
？

～
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム注
１

の
本
当
の
怖
さ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

（
注
１
）「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）」
と
は
、「
内
臓
肥
満
」
に
加
え
、「
高

血
糖
」「
高
血
圧
」「
脂
質
異
常
」
と
い
う
危
険
因

子
を
2
つ
以
上
持
っ
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

広報みやこ　６月号  1819　広報みやこ　６月号

内臓脂肪型肥満
腹囲　男性 85 ㎝以上
　　　女性 90 ㎝以上

上記に加え、右の 2 項目以上
が該当（1 項目では予備軍）

高血圧　   上が 130 ㎜ Hg 以上
かつ／または　  下が　85 ㎜ Hg 以上　　

高血糖　空腹時血糖　110mg/dl 以上

脂質異常　中性脂肪   150mg/dl 以上
かつ／または　  HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ　40mg/dl 未満
　　

メタボリックシンドロームの診断基準

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

　

ド
ロ
ー
ム
は
健
診
で
し
か

　
　
　
　
　
　

わ
か
ら
な
い

　

循
環
器
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
は
、
図
２
の
よ
う
な
流

れ
で
起
こ
っ
て
く
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
習
慣
病
な

ど
の
異
常
は
、
内
臓
肥
満
に
起

因
し
て
お
り
、
そ
れ
に
高
血
糖

な
ど
が
加
わ
り
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
状
態
に
な
る

と
、動
脈
硬
化
が
急
速
に
進
み
、

結
果
と
し
て
心
臓
病
・
脳
卒

中
・
糖
尿
病
合
併
症
の
よ
う
な

重
大
な
病
気
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

病
気
に
な
る
前
の
長
い
潜
伏
期

間
に
は
、
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
状

態
に
早
く
気
づ
き
、
予
防
す
る

た
め
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
健

診
し
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

腹
囲
を
１
㎝
減
ら
す
に
は
、

　
　
　

体
重
約
１
㎏
減
が
目
安

　

生
活
習
慣
病
の
元
凶
、
内
臓

脂
肪
の
予
防･

解
消
の
た
め
に
、

運
動
や
食
生
活
改
善
な
ど
で
効

果
的
に
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。
腹
囲
を
１
㎝
減
ら
す

た
め
に
は
、
体
重
を
約
１
㎏
減

ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
体
重

を
１
㎏
減
ら
す
た
め
に
は
約

7
０
０
０
㎉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
費
が
必
要
な
の
で
、
1
か
月

で
腹
囲
を
１
㎝
減
ら
す
た
め
に

は
、
1
日
あ
た
り
約
２
３
０
㎉

分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
※
）
を
減

ら
せ
ば
い
い
こ
と
に
な
り
ま
す

（
※
ビ
ー
ル
中
び
ん
１
本
ま
た

は
お
酒
１
合
分
が
目
安
で
す
）。

「みやこ健診」を実施します。
詳しくは、今月号広報の折
り込みチラシをご覧くださ
い。（平成 19 年度「みやこ
健診」のご案内）

図２　不健康な生活習慣サイクル

35.8
5.8
5.1

1.0
約 36 倍に

3 ～ 4
2
1
0

危険因子の保有数

発症リスク

危険因子＝肥満、高血糖、高脂血、高血圧

図１　危険因子保有数と発症リスク

危険因子が 0 の人と 3 ～ 4 をもつ人
では発症リスクが 36 倍に

不健康な生活習慣
（不適切な食生活、運動不足、喫煙など）

内臓肥満

代謝の異常

高血糖
脂質
異常

高血圧

心臓病･脳卒中などの
循環器病・糖尿病の合
併症（透析･失明）など

静かなる動脈硬化の進行

「運動」や
　

年
を
と
る
に
つ
れ
、「
転

倒
し
や
す
く
な
っ
た
」「
外

出
す
る
の
が
お
っ
く
う
に

な
っ
た
」
と
感
じ
て
い
ま

せ
ん
か
。「
年
を
と
っ
た

か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
考

え
て
い
ま
せ
ん
か
。
最
近

の
研
究
で
は
、
年
齢
を
重

ね
て
も
「
適
当
な
運
動
」

や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
「
楽

し
み
」
が
、
老
化
を
防
ぐ

効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
も
う
年
だ
か
ら
」「
め

ん
ど
く
さ
い
か
ら
」
と
身

の
回
り
の
こ
と
や
外
出
を

し
な
く
な
る
と
、
一
層
筋

力
や
意
欲
が
低
下
し
病
気

や
ケ
ガ
を
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
み
や
こ
町
で
は
、

筋
力
低
下
防
止
、
生
き
が

い
、
閉
じ
こ
も
り
防
止
の

た
め
運
動
教
室
な
ど
を
開

い
て
い
ま
す
。

○
運
動
教
室
○

コ
ツ
骨
貯
筋
体
操

【
内
容
】　

ス
ト
レ
ッ
チ
や

ゴ
ム
ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ

た
高
齢
者
で
も
無
理
の
な

い
体
操

【
対
象
者
】　

膝
や
腰
が
悪

い
人
、
心
身
と
も
に
い
つ

ま
で
も
健
や
か
に
過
ご
し

た
い
人
、
事
前
の
申
込
み

は
不
要
、
当
日
か
ら
参
加

で
き
ま
す
。

若
返
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室

【
内
容
】　

簡
単
で
楽
し
い
音

楽
に
あ
わ
せ
た
初
心
者
向
け

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
操

【
対
象
者
】　

楽
し
く
音
楽
に

合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
し
た

い
人
、
生
活
習
慣
病
を
改
善

し
た
い
人
、
事
前
の
申
込
み

は
不
要
、
当
日
か
ら
参
加
で

き
ま
す
。

　

運
動
教
室
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
づ
く
り
課

勝
山
☎
３
２
・
６
０
２
０

豊
津
☎
３
３
・
５
５
５
０

犀
川
☎
４
２
・
０
０
０
１

○
認
知
症
予
防
、
閉
じ
こ
も

り
防
止
、
生
き
が
い
、
健
康

づ
く
り
○

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

【
内
容
】　

閉
じ
こ
も
り
防
止

と
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
よ

う
な
生
き
が
い
づ
く
り
、
健

康
づ
く
り
を
目
的
と
し
趣
味

を
楽
し
ん
だ
り
、
人
と
の
交

流
を
深
め
た
り
す
る
た
め
の

「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
で
す
。

【
対
象
者
】　

65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
人

○
認
知
症
、
う
つ
相
談
○

　
「
認
知
症
」
は
、
脳
の
障
害

に
よ
る
病
気
で
、
老
化
に
と

も
な
い
だ
れ
で
も
か
か
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
初
期
で

あ
れ
ば
進
行
を
抑
え
る
有
効

な
薬
が
あ
り
ま
す
。
家
族
で

抱
え
込
ま
ず
、
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ゆ
う
う
つ
な
気
持
ち
が
続

く
、
眠
れ
な
い
と
い
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
高
齢

に
な
る
と
自
分
の
病
気
の
こ

と
を
心
配
し
た
り
、
身
近
な

人
と
の
死
別
で
「
う
つ
」
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。
家
族
に

心
配
を
か
け
た
く
な
い
と
無

理
を
重
ね
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
散
歩
の
効
用

　

散
歩
は
、
筋
力
の
低
下
を

防
止
し
転
倒
や
骨
折
の
予
防

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
有
酸

素
運
動
で
、
脳
の
血
流
が
増

し
て
認
知
症
の
予
防
効
果
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
外
の
空
気
に
触
れ
、
季

節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る

こ
と
は
、
気
分
転
換
と
ス
ト

レ
ス
発
散
に
つ
な
が
り
ま
す
。

お問い合わせ先　介護保険課☎32・8032または健康づくり課
（勝山☎32・6020　豊津☎33・5550　犀川☎42・0001）まで

5 月 15 日に勝山体育館で行われたコツ骨貯

筋体操。みなさん、ハツラツとリズムに合

わせて体を動かしていました

佐藤昌之さん（勝山黒田）

5 月 15 日のコツ骨貯筋体操に

参加していました佐藤さん。

　日頃から健康に気を遣いなが

ら、体を動かしているそうです。

直
撃

参加者に聞きました！

「
楽
し
さ
」
は
元
気
の
み
な
も
と
家
に
じ
っ
と
し
て
い
な
い
で
、
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
し
ま
し
ょ
う
。
運
動
や
楽
し
さ
や
笑
い
は
身
体
と
心
の
健
康
の
素



４

１

２

３

生
徒
、
学
級
、
参
加
者
の
募
集
で
す

お問い合わせ先　　　　　　に関しては、生涯学習課（☎ 32・5535）までお問い合わせください

行
橋
・
京
都
地
区
高
齢
者
は
つ
ら
つ
活
動
拠
点
事
業
受
講
生
募
集
（
行
橋
市
中
央
公
民
館
）

行
橋
市
・
京
都
郡
内
の
高
齢
者
（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
）
が
共
に
、
教
え
あ
い
、
学
び
あ
い
、
高
齢
者
を
生
か
す
た
め
の
活
動
拠
点
を
整
備
し
、
高
齢
者
の
学
習
機
会
の
充
実

と
社
会
参
加
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

美
夜
古
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
生
募
集

(

受
講
料
無
料
）　 

【
習
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
】

　

小
学
３
・
４
年
生
の
教
科
書
に
そ
っ
て
習
字

（
楷
書
な
ど
）
を
学
習　
（
40
人
程
度
） 

 

【
も
の
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
】

　

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
目
指
し
、
マ
ジ
ッ

ク
・
折
り
紙
を
学
習　
　
（
20
人
程
度
） 

【
歴
史
散
策
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
】

　

現
地
視
察
を
中
心
に
行
橋
・
京
都
地
区
の
歴

史
を
学
習
（
40
人
程
度
） 

 

美夜古地域塾受講生募集（会場は行橋市中央公民館　有料）　　
サークル名 講師名（敬称略） 開講日 時間

　老大書道 　吉永秀峰   毎月第２・４木曜日   　9時～12時
　みやこ南画会 　矢野和夫　田中令子   毎月第１・３金曜日 　10時～12時
　万年青会（俳句） 　家原文昭   毎月第３月曜日 　13時～15時
　すみれ会（はがき絵） 　宮木洋子   毎月第１・３月曜日 　10時～12時
　みやこ大學ＯＢ合唱団 　末次寛八   毎月第１・３月曜日 　13時～15時
　男性料理教室 　門田テル子   毎月第２水曜日 　10時～12時
　自彊（じきょう）術愛好会 　小川恒子　今石文子   毎週１回金曜日     13時～15時
    ﾓﾝﾃｶﾙｵﾌﾗﾜｰｻﾛﾝ（生花） 　田中眉登   毎月第１水曜日     13時～15時
    総美操（健康体操）     末本秀美   毎週１回月曜日     10時～12時

楽しみ

学ぶ

教える

申込方法　サークルによって会費（月千円～ 3 千円）や定員などが違いますので、必ず行橋市
中央公民館（火曜日休み）の窓口で直接お申込ください　　　　

2 3 4

広報みやこ　６月号  2021　広報みやこ　６月号

申込方法　 ①住所（郵便番号）②氏名（ふりがな）③性別　④年齢（生年月日）⑤電話番
号　⑥受講希望の講座名を記入の上、はがき・ＦＡＸまたは来館でお申し込みください。締
め切りは６月 15 日㈮必着。
お申し込み・お問い合わせ先　行橋市中央公民館
　　　　　　　　　　（〒 824-0003　行橋市大橋 1-9-26　電話 /22-3911　fax/22-3137）

水泳教室生徒募集
水泳による児童の健康づくりと、泳力の向上を目指し開催します。
日時　７月17 日㈫・19 日㈭・24 日㈫・26 日㈭・31日㈫
           ８月２日㈭ ・７日㈫・９日㈭の計８回
          （時間はいずれも17 時 30 分～ 18 時 45 分）
対象者　みやこ町の小学生の男・女（初心者の人も歓迎します）。   
               定員は 50 人程度。
犀川・豊津・勝山地区から参加者を募集しますが、保護者が責
任をもって送迎できる人に限ります（小学２年生以下については、
保護者同伴のこと）。
指導者　メイン指導者３人

（Ｂ＆Ｇ海洋センター　アクア資格）　他補助員
会場　犀川Ｂ＆Ｇ海洋センター・屋内プール（犀川末江２５５・１）
参加費　８００円（保険料）
お申し込み方法　申込書（生涯学習課体育係、犀川・豊津教育
係にあります）に記入して参加費と一緒に教育委員会生涯学習課
体育係、または、各支所教育係までお申し込みください。
申込期間　６月11日㈪～ 29 日㈮（先着順です、定員になりしだ
い締め切ります）
お問い合わせ先　生涯学習課体育係　

ヨット・カヌー体験教室参加者募集
日時　７月14 日㈯
9 時 30 分～ 11 時 30 分
対象者　みやこ町小学校３年生以上の
男・女。定員は 30 人。
服装　濡れても良い服及び靴、帽子、
タオル、その他必要と思われる物。
会場　みやこ町Ｂ＆Ｇ海洋センター

犀川艇庫（犀川本庄池）
参加費　無料
お申し込み方法　申込書（生涯学習課
体育係、犀川・豊津教育係にあります）
に記入して教育委員会生涯学習課体育
係、または、各支所教育係までお申し
込みください。
申込期間　６月11日㈪～ 29 日㈮（先
着順です、定員になり次第、締め切り
ます）
お問い合わせ先　生涯学習課社会教育係

みやこ町女性学級のご案内
○勝山女性学級
日時　６月 14 日㈭ 10 時～ 12 時
場所　サン・グレートみやこ
講師　消費生活専門相談員　八木美智子さん
演題　悪徳商法から身を守るには
○犀川女性学級
日時　６月 15 日㈮ 10 時～ 12 時
場所　中央公民館
講師　美容家　中矢あけみさん
演題　老いても美しく生きよう
○豊津女性学級
日時　６月 14 日㈭ 10 時～ 12 時
場所　豊津公民館
講師　美水土の会
演題　環境問題
お問い合わせ先　生涯学習課社会教育係

書道サークル生徒募集
　現在９人で活動してい
ます。経験者はもちろん、
初心者の人も大歓迎。
わたしたちと一緒に勉強
しませんか。
講師　

日本書道　佐藤正己さん
日時　
毎週土曜日 14 時～ 16 時
場所　勝山公民館（旧中
央公民館）
お問い合わせ先　
大園須賀子　☎ 32・4635
土居雅次　　☎ 32・3155

レッツ !! マリンスポーツ

チャレンジ！スイミング

合同講座 テーマ 講師（敬称略）
７月４日㈬ 私が変わる　地域が変わる ～ボランティア活動のすすめ～ 亀津　正武

オリエンテーション （事務局）
７月18日㈬ プラス志向で　～私の元気は社会の元気～ 秋月　枝利子
８月１日㈬ 子どもは社会の宝もの 案納　数芳

講座名 開講日 内容
習字ボランティア講座 9月5日、12日、19日、26日 習字講座
ものづくりボランティア講座 7月11日、25日、8月8日、22日、29日（ﾏｼ ｯ゙ｸ）

9月12日、26日（折り紙）
ものづくり講座

歴史散策ガイドボランティア講座 8月22日、9月5日、12日、19日、26日

10月3日、10日、17日（全8回）

歴史散策ガイド講座

合同講座 テーマ 講師（敬称略）
10月3日 健康づくり 谷　昌子

日程（10 時～ 12 時、行橋市中央公民館　ただし歴史ボランティアは現地研修が中心）



INFORMATIONみ
や
こ
町
の
電
話
帳

総務課・議会事務局・企画調整課
財政課・人権政策課・監査事務局

→☎ 32-2511
税務課・住民課・福祉課 →☎ 32-2510
建設課・産業振興課・農業委員会

→☎ 32-2512
会計課 →☎ 32-2517
伊良原ダム対策課 →☎ 42-0001
上下水道課 →☎ 33-3113
サン・グレートみやこ・生涯学習課

→☎ 32-5535
教務課 →☎ 32-5540
教育相談電話 →☎ 32-5520
ゆいの郷・健康づくり課 →☎ 32-6020
介護保険課 →☎ 32-8032
犀川支所 →☎ 42-0001
豊津支所 →☎ 33-3111
伊良原出張所 →☎ 43-5111
城井出張所 →☎ 42-0121
すどりの里 →☎ 33-5550
いこいの里 →☎ 42-1000
歴史民俗博物館 →☎33-4666

広報みやこ　６月号  2223　広報みやこ　６月号

みやこ町総合観光案内所
☎ 33-5771

型絵染五人展　　				
　　　　　～ 6月 3日
								　後藤照代さん
陶芸・パンフラワー作品展
　　　6月 5日～ 10 日
　　　寺本幸子さん
水墨画
　　　6月 12 日～ 24 日
　　　文化協会
短歌・俳句作品展
　　　6月 26 日～ 7月 8日
　　　文化協会

ギャラリー案内

申
請
に
つ
い
て
は
、
区
長
申
請
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
対
象
と
な
る
事
業
、

採
択
基
準
、
交
付
要
件
及
び
補
助

率
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

戦
没
者
追
悼
式
参
列
者
募
集

■
福
祉
課
■

　

先
の
大
戦
で
の
戦
没
者
の
人
々

を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
戦
没
者
追
悼
式
の
参
列
者
を
募

集
し
ま
す
。

【
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
】

期
日　

８
月
15
日
㈬

会
場　

福
岡
武
道
館
（
福
岡
市
）

定
員　

９
０
０
人

参
加
費
用　

無
料

【
全
国
戦
没
者
追
悼
式
】

期
日　

８
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬

交
通
共
済
の
組
合
総
代
を
改
選

■
総
務
課
■

北
九
州
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合

（
交
通
共
済
）
の
組
合
員
代
表
で

あ
る
総
代
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

　

総
代
選
考
委
員
会
か
ら
、
次
の

と
お
り
候
補
者
の
推
薦
が
あ
り
ま

し
た
。

　

候
補
者
に
異
議
の
あ
る
組
合
員

は
6
月
23
日
㈯
～
29
日
㈮
ま
で

に
、
文
書
で
選
挙
管
理
者
（
役
場

総
務
課
長
）
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

当
町
の
組
合
員
の
半
数
以
上
の

反
対
が
あ
れ
ば
総
代
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
候
補
者
氏
名
（
敬
称
略
）

川
寄
芳
明　
（
犀
川
本
庄
）

中
島
純
男　
（
有
久
）

山
本
倫
明　
（
犀
川
大
坂
）

村
上
重
範　
（
勝
山
上
田
）

上
田
政
三　
（
徳
政
）

元
松
愛
文　
（
勝
山
大
久
保
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
総
務
係

被
災
申
請
に
つ
い
て

■
建
設
課
■

　

梅
雨
期
は
集
中
豪
雨
な
ど
、
一

年
中
で
最
も
多
く
災
害
が
発
生
す

る
時
期
で
す
。
災
害
が
発
生
し
た

時
は
３
日
以
内
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
に
基
づ
き
、
被
災
現
地
を
確

認
に
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
申
請
に
つ
い
て
は
区
長
申

請
で
お
願
い
し
ま
す
。

被
災
対
象
は
、
町
道
、
町
営
河
川
、

農
地
、
農
道
、
用
排
水
路
な
ど
で

す
（
申
請
書
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
）。

お
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課

小
規
模
農
業
用
施
設
等

補
助
金
事
業

■
建
設
課
■

　

農
業
基
盤
の
整
備
を
図
り
、
農

業
経
営
を
合
理
化
し
て
農
業
生
産

力
を
高
め
る
た
め
に
農
家
な
ど
が

共
同
で
行
う
事
業
に
対
し
て
小

規
模
農
業
用
施
設
等
整
備
事
業
補

助
金
を
交
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

会
場　

日
本
武
道
館
（
東
京
都
）

定
員　

97
人

参
加
費
用　

一
部
補
助
あ
り
（
差

額
本
人
負
担
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

6
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
月
で
す

■
福
祉
課
■

　

現
在
、
み
や
こ
町
か
ら
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
６
月
中

に
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
こ
の
届
は
、
６
月
１
日

に
お
け
る
児
童
の
養
育
状
況
を
記

載
し
、
引
き
続
き
児
童
手
当
を
受

け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
を
受
給
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

必
要
な
も
の

①
受
給
者
の
健
康
保
険
証
（
児
童

の
も
の
は
不
可
）
②
印
鑑

そ
の
他　

場
合
に
応
じ
て
必
要
な

も
の

平
成
19
年
１
月
１
日
以
降
に

み
や
こ
町
に
転
入
し
た
人･･･

19
年
度
所
得
証
明
書

児
童
と
別
居
し
て
い
る
人･･･

別
居
監
護
申
立
書
と
児
童
の
世

帯
全
員
の
住
民
票
（
本
籍
・
続
柄

記
載
）

養
育
者
が
受
給
し
て
い
る
人･･･

養
育
監
護
申
立
書

支
払
い
金
融
機
関
を
変
更
さ
れ
る
人･･･

振
込
み
用
の
通
帳

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

受
付
場
所
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
福
祉
課

○
犀
川
支
所
福
祉
課

　

☎
４
２
・
０
０
０
１

○
豊
津
支
所
福
祉
課

　

☎
３
３
・
３
１
１
１

重
度
心
身
障
害
者
医
療
証
を

お
持
ち
の
人
へ

■
福
祉
課
■

　

今
、
お
持
ち
の
医
療
証
の
有
効

期
間
が
平
成
19
年
６
月
30
日
㈯
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
６
月

末
ま
で
に
更
新
の
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
６
月
上
旬
に
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。
手
続
き
の
詳

細
に
つ
い
て
は
通
知
書
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
通
知
書
が
届
い

て
か
ら
更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課
国
保
年
金
係

の
ご
相
談

☎
０
５
７
０
・
０
７
・
１
１
６
５

受
付
時
間
は
平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分

狩
猟
免
許
試
験
及
び

狩
猟
者
講
習
会

　
　
　

■
行
橋
農
林
事
務
所
■

　

福
岡
県
で
は
、
狩
猟
免
許
試
験

及
び
狩
猟
者
講
習
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

講
習
会
日
時　

　
　
　
　
　

７
月
４
日
㈬
９
時
～

場
所　

福
岡
県
行
橋
総
合
庁
舎

試
験
日
時　

８
月
17
日
㈮
９
時
～　

　
　
　
　
　

9
月
9
日
㈰
９
時
～

試
験
会
場
は
い
ず
れ
も
福
岡
県
行

橋
総
合
庁
舎
で
す
。

　

受
験
及
び
受
講
希
望
者
は
、
狩

年
金
相
談
の
ご
案
内

　
　
　
　

■
社
会
保
険
事
務
所
■

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
６
月

９
日
㈯
、
休
日
の
年
金
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
休
日
年
金
相
談
の
受

付
時
間
は
、
９
時
30
分
～
16
時
で

す
。
ご
相
談
の
際
は
、「
年
金
手
帳
」

「
年
金
証
書
」
な
ど
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
代
理
人
が
ご
相
談
さ
れ

る
場
合
は
、「
委
任
状
」「
身
分
証

明
書
」
も
必
要
で
す
。

『
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
』
の
ご
案
内

　

年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
ご
相

談
は
、
専
用
の
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
へ

お
か
け
く
だ
さ
い
。

年
金
請
求
な
ど
の
ご
相
談

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
人

ず
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

※
講
習
日
時
及
び
講
習
場
所
に
つ

い
て
は
未
定
で
す
。

お
問
い
合
せ
先　

教
務
課

Ｈ
Ｉ
Ｖ
臨
時
相
談
検
査
日

■
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
■

検
査
内
容　

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相

談
・
検
査
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
・

梅
毒
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
）

検
査
日
時　

６
月
11
日
㈪
17
時
～
19
時

場
所
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先　

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
平
日
）
☎
２
３
・
３
９
３
５

（
当
日
）
☎
２
３
・
２
２
４
６

通
常
の
相
談
検
査
日
時　

毎
週
火
曜
日　

９
時
～
10
時

こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）

■
健
康
づ
く
り
課
■

　

心
配
事
で
夜
眠
れ
な
い
、
何
も

す
る
気
が
起
こ
ら
な
い
、
家
族
の

こ
と
で
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る

な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

6
月
14
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時

（
一
人
1
時
間
程
度
の
個
別
相
談
）

場
所　

ゆ
い
の
郷
（
勝
山
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り
課

猟
免
許
（
更
新
）
申
請
書
な
ど
を

申
請
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
農

林
事
務
所
に
、
試
験
及
び
講
習
会

開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

行
橋
農
林
事

務
所
総
務
課 

☎
２
３
・
０
３
８
０

中
・
高
生
の
青
少
年
防
衛
講
座

■
航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
■

日
時 

７
月
24
日
㈫
10
時
～
25
日
㈬
15
時 

 

　
　
　
　
（
1
泊
２
日
）

定
員　

50
人

場
所　

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地

内
容　

隊
内
生
活
体
験
、
職
場
見
学
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
体
験
搭
乗
他

参
加
費
用　

２
千
円

締
切
日　

6
月
25
日
㈪
（
な
お
、

定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
を
終

了
い
た
し
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

航
空
自
衛
隊
築

城
基
地
広
報
班　

☎
５
６
・
１
１
５
０

小
・
中
学
校
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

■
教
務
課
■

募
集
人
員　

15
人

勤
務
場
所　

諫
山
、
久
保
、
黒
田
、

祓
郷
、豊
津
、節
丸
小
学
校
、勝
山
、

豊
津
中
学
校

勤
務
期
間　

勝
山
中
学
校
を
除
く

各
小
・
中
学
校

①
７
月
23
日
㈪
～
８
月
31
日
㈮

（
土
・
日
、
８
月
13
日
～
15
日
を
除
く
）

勝
山
中
学
校

②
７
月
22
日
㈰
～
９
月
10
日
㈪

（
８
月
12
日
㈰
～
19
日
㈰
を
除
く
）

勤
務
時
間　

勝
山
中
学
校
を
除
く

各
小
・
中
学
校
①
８
時
30
分
～
17
時

勝
山
中
学
校　

②
９
時
～
17
時
30
分

勤
務
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
、
プ

ー
ル
の
管
理
・
清
掃

賃
金　

５
千
２
８
０
円

選
考
方
法　

書
類
選
考
、
応
募
多

数
の
場
合
教
育
委
員
会
で
決
定

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

応
募
方
法　

履
歴
書
を
教
務
課
ま

で
募
集
期
間
内
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
救
急
救
命
講
習
を
必
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７
日
㈮

お
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
築
城

地
域
事
務
所
☎
５
６
・
１
１
５
０

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験

■
福
岡
県
保
健
福
祉
部
■

試
験
日　

10
月
28
日
㈰

申
込
期
間　

７
月
11
日
㈬
～
８
月

10
日
㈮

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
保
健
福
祉
部
介
護
保
険
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
２
２

「
短
期
一
日
人
間
ド
ッ
ク
」
廃
止

■
福
岡
県
保
健
福
祉
部
健
康
対
策

課
・
健
康
づ
く
り
課
■

　

保
健
対
策
事
業
と
し
て
実
施
し

て
き
ま
し
た
「
短
期
一
日
人
間
ド

ッ
ク
」
は
、
平
成
18
年
度
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

は
、
み
や
こ
町
が
実
施
し
て
い
る

「
み
や
こ
健
診
・
が
ん
検
診
」
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
健

診
な
ど
に
つ
い
て
は
、
７
月
か
ら

実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
広

報
折
込
の
申
込
ハ
ガ
キ
で
期
限
内

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り
課

ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
ク
ー
ル

■
美
夜
古
青
年
会
議
所
■

　

こ
の
地
域
の
思
い
出
を
ス
ケ
ッ

チ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
た
な
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

参
加
資
格　

行
橋
市
・
京
都
郡
在

住
者

作
品
テ
ー
マ　
「
こ
ん
な
と
こ
あ

る
ん
よ
！
知
っ
ち
ょ
る
～
？
」

作
品
規
定　

対
象
物
：
風
景　

大

き
さ
：
は
が
き
～
Ａ
４
サ
イ
ズ　

紙
質
：
自
由

＊
作
品
に
は
、
必
ず
描
い
た
場
所

も
し
く
は
住
所
を
裏
面
に
記
載
の

上
、
描
い
た
絵
の
場
所
に
対
し
て

思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
な
ど

の
想
い
や
理
想
を
書
き
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間　

6
月
20
日
㈬
ま
で

応
募
方
法　

郵
送
（
応
募
先
は
〒

８
２
４
・
０
０
０
５　

行
橋
市
中

央
１
丁
目
９
・
50　

行
橋
商
工
会

議
所
別
館
2
階　

社
団
法
人　

美

夜
古
青
年
会
議
所
事
務
局
）

お
問
い
合
わ
せ
先 
☎
２
２
・
９
３
５
１

「
歯
の
健
康
フ
ェ
ア
」

■
京
都
歯
科
医
師
会
・
健
康
づ
く
り
課
■

日
時　

６
月
３
日
㈰
10
時
～
13
時

場
所　

苅
田
町
「
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ

ザ
」（
苅
田
町
幸
町
６
・
90
）

内
容　

ハ
ッ
ピ
ー
健
診
（
先
着
60

人
）、
虫
歯
を
つ
く
る
実
験
、
歯

ブ
ラ
シ
無
料
交
換
、
フ
ッ
素
無
料

塗
布
、
キ
シ
リ
ト
ー
ル
ガ
ム
配
布
、

健
康
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
福
袋
ゲ
ッ

ト
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
先　

京
都
歯
科
医

師
会
（
☎
２
４
・
７
７
７
７
）
ま

た
は
健
康
づ
く
り
課

女
性
の
健
康
相
談

■
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
■

　
「
不
妊
」「
更
年
期
症
状
」「
月

経
不
順
」
な
ど
、
女
性
の
心
身
の

健
康
に
関
す
る
こ
と
で
、
聞
き
た

い
・
相
談
し
た
い
・
話
し
た
い
と

思
わ
れ
て
い
る
人
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

相
談
日　

毎
月
第
３
水
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
予
約
制
）

場
所　

鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
（
直
方
市
日
吉
町
９
・
10
）

相
談
員　

産
業
医
科
大
学
臨
床
病

態
学
教
授
（
産
婦
人
科
医
師
）、

助
産
師

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所　

保

健
福
祉
課
高
齢
者
・
児
童
家
庭
係

☎
０
９
４
９
・
２
２
・
３
４
１
２

自
衛
官
募
集

■
自
衛
隊
築
城
地
域
事
務
所
■

募
集
種
目
（
応
募
資
格
＊
コ
ー
ス
）

○
２
等
陸
海
空
士
、
一
般
曹
候
補

生
（
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女
）

初
任
給　

15
万
７
千
５
百
円
（
衣
食

住
負
担
無
し
）

○
航
空
学
生
（
18
歳
以
上
21
歳
未
満

の
男
女
＊
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を

目
指
す
コ
ー
ス
）

○
看
護
学
生
（
18
歳
以
上
24
歳
未
満

の
男
女
＊
自
衛
隊
の
看
護
師
を
目
指

す
コ
ー
ス
）

○
防
衛
大
学
校
（
18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
男
女
＊
自
衛
隊
の
幹
部
自
衛
官

に
任
官
し
ま
す
）

○
防
衛
医
科
大
学
校
（
18
歳
以
上

21
歳
未
満
の
男
女
＊
自
衛
隊
の
医
師

を
目
指
す
コ
ー
ス
）

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈬
～
９
月

宴会の舞台は沿線の風景
ｰ「貸切列車」をご利用くださいｰ

　車窓に映る風景を満喫しな
がら宴会が楽しめる、平成筑
豊鉄道の貸切列車。
納涼列車・ビール列車・各種
会議・集いなどなど企画しだ
いで楽しみ方もいろいろ。
近くの駅から出発しますので、
車の運転の心配もありません。
ご希望にあわせたプランをご
用意いたしますので、まず
はご相談ください。
貸切料金　一両 6 万円（税込）
走行時間　約 3 時間（伊田
線・田川線往復、テーブル・
カラオケ付き）
乗車人員　1 両あたり 42 人
（最大 50 人まで乗車可能です）

※カラオケは無料でご利用い
ただけます。
※お食事及びお飲み物など
は、お持ち込みください。
お問い合わせ先　
平成筑豊鉄道株式会社営業部
☎ 0947・22・1000

（平日 9 時～ 17 時 30 分まで）

所
総
務
企
画
課　

☎
２
３
・
１
７
４
７

慰
霊
巡
拝
に
つ
い
て

■
福
岡
県
保
健
福
祉
部
■

実
施
地
域
及
び
時
期
は
予
定
で
す
。

【
日
本
】

硫
黄
島
第
一
次
（
入
間
基
地
発
）

12
月
上
旬

硫
黄
島
第
二
次
（
羽
田
空
港
発
）

２
月
下
旬

【
旧
ソ
連
】

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方　

10
月
上
旬

チ
タ
州
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国

９
月
中
旬

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
・

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地
方　８

月
下
旬

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国　

10
月
上
旬

【
中
国
（
東
北
地
区
）】　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

■
行
橋
土
木
事
務
所
■

　

長
峡
川
の
護
岸
工
事
に
か
か
る

河
川
環
境
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

７
月
か
ら
２
月
ま
で
の
間

で
５
回
（
日
程
・
時
間
は
未
定
）、

毎
回
２
時
間
程
度

募
集
人
数　

30
人
程
度
（
参
加
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
要
件　

18
歳
以
上
で
、
行
橋

市
・
京
都
郡
在
住
者
。
５
回
通
じ

て
参
加
で
き
る
人
（
交
通
費
な
ど

の
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

内
容　

行
橋
市
上
検
地
付
近
の
長

峡
川
の
河
川
環
境
を
考
え
る
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク

申
込
期
限　

６
月
30
日
㈯

お
問
い
合
わ
せ
先　

行
橋
土
木
事
務

９
月
上
旬

【
南
方
】

フ
ィ
リ
ピ
ン　
　
　
　

11
月
下
旬

マ
リ
ア
ナ
諸
島　
　
　

１
月
下
旬

ミ
ャ
ン
マ
ー　
　
　
　

２
月
中
旬

ト
ラ
ッ
ク
諸
島　
　
　

10
月
下
旬

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

11
月
上
旬

ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島　

　
　
　
　
　
　
　

９
月
下
旬

参
加
資
格　

戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行

な
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺

族
〔
配
偶
者
（
再
婚
者
を
除
く
）、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
〕
で
、
実

施
時
期
に
80
歳
以
下
で
あ
る
人
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
保
健

福
祉
部
国
保
・
援
護
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
１

（
注
）
実
施
地
域
、
期
間
な
ど
は

相
手
国
の
都
合
な
ど
に
よ
っ
て
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
労
支
援

■
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
■

　

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、
町
村
在
住
の
母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん
（
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
）
を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
協
力
し
て
就
労
を
支
援
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
者

は
、
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

■
京
築
広
域
圏
消
防
本
部
■

　

消
防
法
施
行
令
第
３
条
第
１
項

及
び
同
法
施
行
規
則
第
２
条
の
３

の
規
定
に
基
づ
く
講
習
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

甲
種
防
火
管
理　

新
規
講
習
（
70
人
）

実
施
日 

8
月
23
日
㈭
・
24
日
㈮

（
2
日
間
）

受
付
期
間　

7
月
2
日
㈪
～
31
日
㈫

甲
種
防
火
管
理　

再
講
習
（
70
人
）

実
施
日 

7
月
25
日
㈬

受
付
期
間　

6
月
1
日
㈮
～
29
日
㈮

会
場　

京
築
消
防
本
部
講
堂
（
豊

前
市
大
字
荒
堀
５
２
５
・
１
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

京
築
広
域
圏

5 月 31 日㈭～ 6 月 6 日㈬は
禁煙週間です。

ＷＨＯのスローガン
「たばこ、煙のない環境」

6 月 4 日㈪～ 10 日㈰は
歯の衛生週間です。

標語「ずっとずっと　いっしょ
がいいな　自分の歯」

2 日　ふれあい教室（勝山体育館）
5 日　ひまわり教室（すどりの里）
6 日　ひまわり教室（すどりの里）  
7 日　ポリオ予防接種（ゆいの郷）
9 ～ 10 日　みやこ町花しょうぶまつり

（花菖蒲公園）
12 日　BCG 予防接種（すどりの里）
13 日　ひまわり教室（すどりの里）
19 日　乳児健診（すどりの里）
20 日　ひまわり教室（すどりの里） 
21 日　乳児健診（ゆいの郷）
22 日　乳児健診（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）
27 日　ひまわり教室（すどりの里）

納期限　7 月 2 日
町県民税　1 期

蛇渕キャンプ場山開き
７月１日㈰ 10 時から
場所  みやこ町犀川帆柱（蛇渕キャンプ場）
各種イベント・各種出店があります。

消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

〒
８
２
８
・
０
０
６
１　

福
岡
県

豊
前
市
大
荒
堀
５
２
５
・
１

☎
０
９
７
９
・
８
２
・
０
１
１
９

精
神
保
健
相
談

■
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
■

　

相
談
は
全
て
予
約
制
で
す
。

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時　

6
月
13
日
㈬
、
27
日
㈬

　

13
時
30
分
～

○
ア
ル
コ
ー
ル
教
室

日
時　

6
月
20
日
㈬
14
時
～
16
時

○
思
春
期
相
談

日
時　

6
月
21
日
㈭
13
時
30
分
～

場
所　

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

お
問
い
合
わ
せ
先　

京
築
保
健
福
祉

環
境
事
務
所　

☎
２
３
・
２
９
６
６

韓
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
事
業

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

■
美
夜
古
青
年
会
議
所
■

　

美
夜
古
青
年
会
議
所
で
は
8
月

4
日
㈯
～
6
日
の
2
泊
3
日
間
で

「
韓
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

事
業
」
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
受
け
入
れ
家
庭
を
50
戸
募
集

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

美
夜
古
青
年
会

議
所
事
務
局　

☎
２
２
・
９
３
５
１

６月Calendar        



【図書館】
図書館の利用は無料です。

中央図書館☎ 33・1040　犀川図書館☎ 42・3330　勝山図書館☎ 32・3455

図書館ホームページアドレス　http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.jsp

図書の寄贈ありがとうございました。（敬称略）

沖永修一郎 / 進藤正克 / 馬場徹 / 村中政喜 /（株）学習研究社

/（株）コスモトゥーワン / トヨタ自動車（株）/（株）地域情

報センター / 醤油 PR 協議会 /（財）厚生年金事業財団 /（財）

女性のためのアジア平和国民基金 /（財）製粉振興会　（財）ちゅ

うでん教育振興財団 /（財）福岡県地域福祉財団 /（財）福岡

県人権啓発情報センター /（独）国際協力（JICA）/ 粕屋町教

育委員会 / 苅田町教育委員会 / 柳川市教育委員会 / 小郡市教育

委員会 / 柳川市 / 国土交通省国土計画局 / 福岡県企画振興部

/ 全国公共図書館協議会 / ふくおか県民文化祭福岡県実行委員

会

６月・７月の休館日
6 月 4 日 /11 日 /18 日 /25 日 /30 日
7 月 2 日 /9 日 /16 日 /17 日 /23 日 /30 日 /31 日

今月の催し

＜土曜日のおはなし会＞　4 才くらいから
中央図書館　毎週土曜日 14 時 30 分から
6 月 23 日は「おひさまの会」によるおはなし会

犀川図書館　6 月 9、23 日　14 時から
6 月 9 日は「きのこの子」によるおはなし会

勝山図書館　毎週土曜日 14 時 30 分から
6 月 23 日は「もこもこ」によるおはなし会

＜ひよこのおはなし会＞　１～ 3 才くらい
勝山図書館　
6 月 1、15 日㈮ 10 時 30 分から

＜映画会＞
中央図書館視聴覚室　14 時～
6 月 10 日㈰「LOVERS」（120 分）2005 年製作
出演　金城武、チャン・ツィイー、アンディ・ラウ他 
　　
6 月 24 日㈰「NHK こどもにんぎょう劇場　日本編」（45 分）
内容　ごんぎつね、わらしべちょうじゃ、三枚のお札

＜ギャラリー＞　観覧無料　
中央図書館ギャラリー　6 月 1 日㈮～ 6 月 29 日㈮

『伊藤忠夫　遺作展』
故伊藤忠夫さん（豊津）が趣味で制作した陶芸、木工の作品
を伊藤さんの仲間である巣鳥窯のみなさんが企画、展示しま
す。 

新着図書案内　

図書館に新しく入った本の一部を紹介します。貸
出中の場合は予約できます。
＜一般書＞
文芸書

『赤ひげの末裔たち』伊野上裕伸　文藝春秋 /『鹿男

あをによし』万城目学　幻冬社 /『ピアニシモ・ピ

アニシモ』辻仁成　文藝春秋 /『ジェネラル・ルージュ

の凱旋』海堂尊　宝島社 /『カウント 19』永田俊也

講談社 /『家日和』奥田英朗　文藝春秋 /『悪人』吉

田修一　朝日新聞社 /『まんまこと』畠中恵　文藝

春秋

その他
『へこたれない』ワンガリ・マータイ　小学館 /『幼

児とメディア』堀田博史　学研 /『老後が危ない！』

畠中雅子　講談社

＜児童書＞
『月下花伝』越水利江子　大日本図書 /『みんなのせ

て』あべ弘士　講談社 /『どうぐはなくても』Ｖ．

ビアンキ　福音館書店 /『おさるのかくれんぼ』い

とうひろし　講談社 /『あかりの木の魔法』岡田淳

理論社

図書館情報をホームページで！

みやこ町図書館の情報をインターネットでご覧いた

だけるようになりました。

3 館所蔵の資料検索ができます。イベント情報、新

着図書案内なども掲載しています。

http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.jsp

※みやこ町のホームページからでもアクセスできま

す。

Library

広報みやこ　６月号  2627　広報みやこ　６月号

　

相談・教室のご案内

行政相談

犀川地域
日　時   6 月1日㈮ 13 時 30 分～16 時まで
場　所  本庄地区学習等供用施設（文化会館）
勝山地域（毎月第３月曜日）
日　時　6 月18 日㈪ 13 時～15 時まで
場　所　サン・グレートみやこ
豊津地域
日　時　6 月1日㈮ 13 時 30 分～16 時まで
場　所　豊津隣保館 

補聴器相談 勝山、豊津地区は、４月から場
所が変更しました。ご相談ください

体操 コツ骨貯筋体操

持参品　運動のできる服装で、タオル、
　　　　上履き、飲み物
時　間　9 時 30 分～ 10 時 30 分

（受け付けは 9 時～）
場所 日程

勝山 勝山体育館 5,12,19,26 日㈫
犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 7,21 日㈭

犀川 城井出張所 14日㈭
伊良原出張所 28日㈭
豊津B&G体育館 1日㈮
すどりの里 8,15,22,29 日㈮

教室 若返りパワーアップ教室

持参品　運動のできる服装で、タオル、
　　　　上履き、飲み物
時　間　9 時 30 分～ 10 時 30 分

（受け付けは 9 時～）
場所 日程

勝山 ゆいの郷 6,13,20,27 日㈬

犀川
中央公民館 5日㈫
城井出張所 12日㈫
犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 19,26 日㈫

時　間　13時30分～14時30分
（受け付けは13時～）

場所 日程
豊津 すどりの里 7,14,21,28日㈭

保健事業 全て予約が必要です

○ＢＣＧ予防接種
日　時　12 日㈫

（受け付けは 13 時 30 分～ 14 時）
場　所   すどりの里（豊津）
対象児　生後 3 ～ 6 か月未満児　
持参品　母子健康手帳
○ポリオ予防接種
日　時　7 日㈭

（受け付けは 13 時 30 分～ 14 時）
場　所　ゆいの郷（勝山）
対象児　生後３か月～７歳６か月未満児
持参品　母子健康手帳
○乳児健診（受け付けは 13 時 30 分～ 14 時）
対象児　生後 4 ･7･12 か月児

（対象者には個別通知いたします）
場所 日程

すどりの里（豊津） 19 日㈫
ゆいの郷（勝山） 21 日㈭
犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 22 日㈮

健康づくり係（勝山）☎３２・６０２０ 
犀川健康づくり係　　☎４２・０００１
豊津健康づくり係　　☎３３・５５５０

体操、教室及び保健事業については以下までお問い合わせください

勝山地区　
場　所　ゆいの郷（娯楽室）　
時　間　13 時～ 14 時
豊津地区　　　
場　所　役場豊津支所　　  
時　間　11 時～ 12 時
犀川地区　　　
場　所　役場犀川支所
時　間　9 時～ 10 時
相談日　6 月 5 日、12 日、19 日、26 日㈫
　（勝山地区のみ 5 日の相談日はありません）

おもいっきり元気塾  お申し込みが必要です

場所　犀川保健相談ｾﾝﾀｰ
持参品　筆記用具（調理実習時はエプロン、米一合）
受け付けは開始時刻より 30 分前からです）

日時 内容
1日㈮
（14時～15時30分）

・開講式
・講演「生活習慣病とは？」

　講師　やまびこ診療所

　所長　松尾隆　医師
14日㈭
（9時30分～12時）

・食中毒を起こさないためには

・食品添加物について
28日㈭
（9時30分～13時）

・調理実習
「塩分と血圧」薄味に慣れよ
う！砂糖を使わなくてもこんな
においしい

教室 ひまわり教室（要予約）

日　程　5 日㈫ ,6,13,20,27 日㈬
　　　　1 人 1 時間程度の個別相談
場　所　すどりの里（豊津）
内　容　乳幼児の言葉や発達面での相談など
対象者　町内の乳幼児とその保護者

＊昨年度と曜日や時間帯を変更していますの
で、間違えのないようお願いします。

豊津
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交流と連携により　ともに夢を描く　共生と協働のまち
みやこ町

10,906 人　 　12,249 人　計　23,155 人　世帯数　8,611 戸　（4月末現在の住民基本台帳人口から）
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海
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取
材
の
た
め
、
町
内
に
車
を
走

ら
せ
て
い
る
と
黄
金
色
の
麦
畑
を

見
か
け
ま
す
。

　

5
月
か
ら
6
月
ま
で
は
「
麦
ば
く
し
ゅ
う秋
」

と
呼
び
、
麦
が
収
穫
期
を
迎
え
て

黄
金
色
に
稔
る
と
い
う
意
味
が
あ

る
一
方
で
、
初
夏
の
訪
れ
を
指
す

意
味
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

6
月
に
は
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
、

7
月
に
は
蛇
渕
キ
ャ
ン
プ
場
山
開

き
と
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

春
か
ら
夏
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ

ろ
う
と
す
る
こ
と
を
実
感
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
が
今
後
も
続
き
ま
す
。

ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

香
月

　

豊
津
の
春
祭
り
に
生
立
の
神
幸

祭
な
ど
、
５
月
は
お
祭
り
で
賑
わ
っ

た
月
で
し
た
。
生
立
の
神
幸
に
は

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
よ
く
遊
び
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
の
大
き
な

山
笠
が
動
く
の
は
何
度
見
て
も
迫

力
満
点
で
す
ね
。
今
年
も
山
笠
が

動
く
た
び
に
、
大
き
な
歓
声
と
拍

手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

祭
り
が
終
わ
れ
ば
本
格
的
に
初

夏
の
到
来
で
す
。
花
菖
蒲
が
見
ご

ろ
に
な
る
季
節
、
涼
し
げ
に
咲
く

花
を
眺
め
な
が
ら
穏
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
て
み
て
は
？　
　
　

中
村  

第２回
 みやこ町花しょうぶまつり 
日時   ６月 9 日 ㈯・10 日㈰

10 時～ 16 時
場所  花菖蒲公園　

（みやこ町豊津運動公園内）
みやこ町国分 1240-2

《催し物》
◇９日
  開会　　                               

（ｳｫｰｸﾗﾘｰ B ＆ G 体育館 9：30 ｽﾀｰﾄ）
豊津小笠原太鼓演奏　        　
育徳館中学･高校　
　　　　ブラスバンド演奏   　            
犀川太鼓演奏　　　              
◇１０日
野点開始                　        　 
童謡を愛する会（ｺｰﾗｽ）         
豊津中学校ﾌ ﾗ゙ｽﾊ ﾝ゙ﾄ゙ 演奏　    
かつやま太鼓演奏　 　           
◇ 両日
 生花展示、俳句作品掲示、特産品・
農産物販売他各種出店
花菖蒲苗販売 （数に限り有り）
アジサイ苗無料配布

（13 時～数に限り有り）

新豊津駅　⇔　花菖蒲公園
無料送迎バス有り

花菖蒲公園― 約 4,000 ㎡、70 種、
3,000 株、約 15 万本
開花時期―５月下旬～６月中旬
※天候などによって、内容が変更に
なる場合がありますのでご了承くださ
い。

お問い合わせ先　
総合観光案内所　（☎ 33・5771）
産業振興課　　　（☎ 32・2512）

10:00 

10:15

11:30
13:30

10:00
10:00
11:30
13:00


